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専修大学創立一四〇周年記念式典式辞

１　

謝
辞

　

本
日
、
専
修
大
学
は
、
創
立
一
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
三
月
の
卒
業
式
・

学
位
記
授
与
式
お
よ
び
四
月
の
入
学
式
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
と
き
よ
り
も
、
事
態
は
深
刻
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
未
だ
収
束
し
ま
せ
ん
が
、
創
立
一
四
〇
周
年
記
念
式
典
は
、
創
立
一
五
〇
年
に
繋
ぐ
べ
く
、

神
田
新
校
舎
の
１
４
０
年
記
念
館
（
一
〇
号
館
）
の
相
馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
参
加
人
数
を
縮
小
し
時
間
も
短
縮
し
た

上
、
挙
行
す
る
決
断
を
致
し
ま
し
た
。
創
立
一
四
〇
年
記
念
事
業
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
と
共
に
祝
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
本
日
、
式
典
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２　

こ
の
一
〇
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

創
立
一
三
〇
年
か
ら
創
立
一
五
〇
年
の
期
間
は
、
本
学
で
は
第
五
世
代
に
当
り
、「
大
学
改
革
の
時
代
」
で
す
。
創
立
一
三
〇

年
の
節
目
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
に
「
大
学
全
入
時
代
」
が
到
来
す
る
こ
と
か
ら
、
大
学
改
革
を
い
か
に
行
う
か
を
考
え
ま

し
た
。
入
試
の
志
願
者
数
五
万
人
を
目
標
に
入
試
戦
略
を
練
り
直
し
、
学
部
学
科
の
改
組
・
新
設
を
計
画
し
、
そ
れ
に
並
行
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
も
今
年
度
も
、
志
願
者
数
は
当
初
の
目
標
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
学
部
改
革
に
つ
い

て
も
故
矢
野
学
長
、
佐
々
木
現
学
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
現
在
で
は
、
八
学
部
二
〇
学
科
と
い
う
陣
容
に
な
り
ま
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し
た
。
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
法
学
部
、
商
学
部
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
三
学
部
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入

学
定
員
の
管
理
が
厳
格
化
さ
れ
、
か
つ
東
京
二
三
区
内
へ
の
学
部
移
転
・
新
設
が
困
難
と
な
る
中
で
、
大
学
改
革
の
構
想
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
も
、
オ
ー
ル
専
修
の
力
の
結
集
に
よ
り
、
す
べ
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
神

田
校
舎
五
号
館
、
生
田
校
舎
二
号
館
・
三
号
館
が
使
用
不
能
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
取
り
壊
し
、
建
て
直
す
と
い
う
緊
急
工
事
が
加

わ
り
、
ま
た
生
田
校
舎
の
国
際
交
流
会
館
、
新
体
育
寮
の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
神
田
の
九
号
館
、
１
４
０
年
記
念
館
は
、
新
学

期
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
三
月
ま
で
に
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
に
入
構
禁
止
の

状
態
で
し
た
が
、
昨
日
、
初
め
て
一
年
生
が
校
舎
に
入
り
、
よ
う
や
く
学
び
舎
と
し
て
起
動
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

３　

来
た
る
べ
き
一
五
〇
年
に
向
け
て

　

来
た
る
べ
き
創
立
一
五
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
も
、
な
お
「
大
学
改
革
の
時
代
」
に
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
二
〇
四
〇
年
問

題
を
見
据
え
た
施
策
が
必
要
で
す
。
二
〇
〇
五
年
の
一
八
歳
人
口
は
約
一
三
七
万
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
二
〇
四
〇
年
に
は
約
八

八
万
人
に
減
少
し
ま
す
。
そ
の
時
の
大
学
進
学
者
数
は
約
五
一
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
二
〇
年
間

は
、
ま
さ
に
生
き
残
り
を
賭
け
た
大
学
間
競
争
に
な
り
ま
す
。
適
正
規
模
を
見
据
え
た
更
な
る
学
部
学
科
の
再
編
・
融
合
に
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
も
、
第
四
次
産
業
革
命
、Society5.0

と
い
わ
れ
る
時
代
に
突
入
し
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に

求
め
ら
れ
る
人
材
の
育
成
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

大
学
と
い
え
ど
も
、
社
会
構
造
の
変
動
に
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
学
教
育
の
本
質
的
な
部
分
、
学
問
の
基
礎

に
あ
る
価
値
体
系
を
捨
て
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
は
、
建
学
の
精
神
を
担
っ
た
有
為
な
人
材
を
社
会
の
様
々
な
分
野
に

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
い
か
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
、
人
間
性
豊
か
な
人
物
、
信
義
と
礼
節
を
わ
き
ま
え
た
倫
理
感
の
あ
る
人
物

が
社
会
を
動
か
し
ま
す
。
創
立
者
た
ち
の
サ
ム
ラ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
わ
れ
ら
専
修
人
に
息
づ
い
て
い
れ
ば
こ
そ
、
わ
が
国
の
高

等
教
育
に
一
四
〇
年
の
歴
史
と
伝
統
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

本
学
で
は
、
二
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
社
会
知
性
の
開
発
」
を
掲
げ
、
教
育
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
創
立
一
五
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〇
年
に
向
け
て
も
、「
社
会
知
性
の
開
発
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
大
学
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
の
課
題
は
、
大
学
進
学
者
数
が
減
少
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
い
か
に
大
学
の
教
育
・
研
究
の
質
を
高
め
、
い
か
に
知
の
発

信
を
行
い
、
私
学
と
し
て
の
自
律
性
と
独
自
性
を
確
保
す
る
か
に
あ
り
ま
す
。
総
合
的
な
大
学
力
に
お
い
て
「
私
立
大
学
一
〇
位

以
内
」
に
入
る
と
い
う
目
標
は
、
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
創
立
一
五
〇
年
に
向
け
て
、
多
方
面
に
専
修
大
学
の
大
学
力
を
発
揮
し
、

目
標
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
型
の
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
地
方
か
ら
の
入
学
者
を
増
や
す
戦
略
も
必

要
で
あ
り
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
姿
を
よ
り
一
層
発
信
す
べ
き
で
す
。
箱
根
駅
伝
、
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
、
カ

レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
も
一
層
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
司
法
試
験
、
公
認
会
計
士
試
験
、
国
家
公
務
員
総
合
職
試
験
な
ど
の

難
関
試
験
の
合
格
者
数
の
増
加
は
、
大
学
力
を
測
る
一
つ
の
指
標
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
文
武
両
道
の
施
策
を
講
じ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

創
立
一
五
〇
年
に
向
け
た
大
き
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
神
田
本
館
の
建
て
替
え
が
あ
り
ま
す
。
多
額
の
建
設
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
既
に
建
設
資
金
の
組
み
入
れ
を
始
め
ま
し
た
。
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
教
職
員
の
大
学
教
育
に
対
す
る
熱
意

を
実
感
し
ま
し
た
が
、
こ
の
熱
意
を
支
え
る
職
場
環
境
の
整
備
に
も
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
の
存
続
・
発
展
の
た

め
に
、
大
学
力
を
強
化
し
、
財
政
基
盤
を
よ
り
一
層
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
理
事
長
の
式
辞
と
致
し
ま

す
。
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